
ふるさと納税

概要

納税ではなく寄附

【節税】
2000円を越えた限度額まで

全額控除

翌年の節税に効果的な⾦金額を
ふるさと納税に参加している⾃自治体に
寄附をする⇒節税+農産物の特典

ノーリスクでリターンだけ有る

流れ

１、⾃自治体を選定

居住地は対象外

２、申込み
地域ごとに要確認

（詳細・⼝口数・回数制限）

３、決済

クレジットカードが便利

４、お礼の品を
受取る

⼀一度に多く注⽂文しない

５、寄附⾦金証明書を
受取る

⾃自治体が送付忘れ

⼀一覧表作成＆チェック

証明書を紛失

発注・⽀支払い明細で
代⽤用可能

６、確定申告をする

全員必須

限度額の⽬目安・計算⽅方法
（別紙エクセルシート使⽤用）

１、所得の計算

給与or事業収⼊入を⼊入⼒力

給与所得
⇒【参考】給与所得控除に
収⼊入を当てはめ控除額を計算

控除額を１に戻って⼊入⼒力

事業収⼊入
⇒収⼊入と経費の⾦金額を⼊入⼒力

２、所得控除の計算

３８万円はそのまま

その他の項⽬目も
前年度と同様に⼊入⼒力

３、ふるさと納税限度額の
計算

所得税課税標準の⾦金額を
【参考】所得税率を参照し

税率を確認
３の所得税率「通常」に
税率（%）を⼊入⼒力

調べ⽅方
ふるさとチョイス

チェック地域

特産品

地⽅方がオススメ
税収の少ない地域

例：⿃鳥取、島根

メリット

特典

特産物

銀⾏行評価上
問題無し

損が無い

デメリット

法⼈人は
効果が無い

⼿手続きが
若⼲干⾯面倒


